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●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序　　丿　論　；
　昭和2μト12月21日の南海大地震に件って南四国及び紀伊牛島沿岸に地盤め水準変化炉あっ7こ事は
周知の事実である。其の後昭和22年夏頃から四国の北岸瀬戸内海の沿岸で地盤の沈下炉、更に昭和
25年４月頃には置戸内海北岸の地盤沈下まで加話崩になったぶに5詞には沈下一段落と以て、四国
地方行政連絡会議の決定で、地盤変動訓査専門委員会を最後に変動調査炉打ち切られ7こ。
　此の機会に過去４年間に行われ7二諸方面の研究や筆者自身の調査を綜含し、直接南海大地震に件
っ7こと判断さ･れる主として四国の地盤水準変化の範囲や、その動き方に略ｔ確信を得7このでその概
略を述べる事にする。　　　　　　　ご
　　　　　　　　〔１〕南四国沿岸の地盤変化‘　　　　　’
　南海大地震当時此の水準変化の最も著し炉つ仁高知訴の如きは、此の事突が直接震災対策に当っ
すこ懸土木部、市啓設局その他に認められるのに約２週間を要しすこのである。筆者は発聊の翌日ヽ高
知新聞吐の協力により窒戸方面がかなりの隆起を示し7二らしい事､を知っ?こ。叉同日高知市下知方面
を調査して異常に潮位の高い事を知り、之は津波或は震源滅の重力･異常等による一時的高潮腐象で
はなく、明かに地盤の水準変化冷赳している事を推察し得たので、同新聞祀を通じ一般の注意を喚
起し7こ次第であっ仁。昭和22年１月に入っでも潮ぼの異常は変らす、訴外よりの調査磯馴の発表も
水準変化を唱えるに声り、漸く一般の承知するところとなっ7こが、恟その変化は沿岸の局部的のも
のと信じられていすこ様である。
｡・昭和22年初頭より地震眼究所、水路局、地理調高所等が夫々､之等の地盤変動について調香々開始
し、そ｡れ等の結果は夫々の機回紙に発表されている。例えば水路局に於ては、一班は測量船を以て
紀州から西へ四国の太平洋沿岸を水路局基本水準標及び地理調査所水準標による測定、水上岩及び
･干出岩の岩高測定、測深等の方法で測量し、前回の測蒙(1907～1928年）結果との比較最を発表し
七（1）。又地理調告所に於ても昭和22年度より25年度完成の予定を以て大地震により破壊され7二測量
標の復佑作業を近畿ヽ四国ヽ中国の廣大な地域に亘って突施し、その約８割を終了し、中間概況報
告が公嵌されている（2）。之も高松を不勁点とした前【可の測量結果との比較値であって、大地腱比よ
る変政の絶対量は近畿と四国を結ぶ渡海水準測最の結果を綜合し7二上でないと不明である。
　大地震前の地盤の水準変化の方向と大地震後の変化の方向とが逆であろ事が判って来ているので、
之等の公表され仁数値と直接大地震による変化の絶対値とは相当の開きのある事が予想されﾌﾆ。
併し之婚の比較値と雖も水準変化の大体の歌況は知る事炉出来る。
　以上の如く測釦こよるものはす’ヽ゛て前回測最との比較値である篤ヽ筆者は次の様な方法で本地袋。
　による水準変化量絶対値の凡そを知る事が出来すこのである。即ち高知径について地震後から約２年
　に亘り機会ある毎に潮|立の変化の観察や漁業会、役場、小学校等による事情聴取を行っ仁。例えば
　安芸郡惟名‘に於ける防波堤や幡多郡池水港内の小鳥の岸､;残る地霊前最高潮位の跡と地震後の最高
　潮位線（貝顛の附着に･より白線をなす）との比較により隆起量を知り7こる如･き（第１図）、叉水門
　や橋治こ於ける潮i立の変化、海岸地帯井戸水の水位変化或は刀線移動量の聴収と海岸の傾斜角度よ
　りの算出によって水準変化最を知るという如き方法を取るｸﾄ、高知訴全縁下及び徳島訴一部の特に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1.）
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　　　　　　清水港内東方奥の海岸。南海地震のた･め地盤ﾀﾞ）隆起せるを示す。mm後約１時間にて
｡;　　　　　　撮彫、隆起ｍ＋80詞）｀　　　Ａ……|日海岸線　　Ｂ……新海岸線　　　　　　　　　　　　　　、･、
海岸に面すろ仝市町村役場、｡小学校､冲学校宛に、被害状況、沿岸の現､在潮位と地震前の潮位々の
比較、井戸の水位の変化、地震前後に於ける異常な自然現象の有無、･･津波その他の項目につき照会
’､し仁結果から確実性の犬なるものを選んで見7こ。此の様な測量によらない水準変化量の測定は、北
四国沿岸につヽき地理調査所に於｡ても採用され7こ（4）。　　　　　　　　　　　　　　　‥　・一‘
　次に甫四国沿岸の隆起沈下葉測定値を比較して見る。cmi.表）
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　　第ｉ表を見ると水準測量にょって得?こ値よりも測瓊以外の方向こよって得ず二値の方が、．一般に隆
　･’ｋ　　ｊ ：　．’、　’　　　　　　　　　・　　　　　　　・Ｆ　ｊ　　　● ｉ　　　－　ｌ
　起量、沈下量共に大である事が判る．四国東朗こ於ては鱒根附近を境として北が沈下、南炉隆起と　’
　　　・■　Ｉ　　　　　　　　●Ｉ　●　　ζ-　　　　　　　・　　．　’　　ｉ　　　　　　　　ｌ　．●　 　　 　 　　１　　　　　　　　－　　　　、　　　　　・
　なり、然もその隆起量加南下する程犬であるｏ土佐湾沿岸では、東部は、安田加ら安房附近を境に
　東は隆起、西は沈下、西部は下田附近を境として東は沈下西は隆起を示す．又四国西海岸は一榔こ
　沈下の傾向である．之等の状況は第２邸こ示す通りﾊﾟでがる．し　　　し
　▽斯く’助削全般に亘り、瀕殼変鄙こより地盤刻に行男皿であいｙ高知市の如き冲砂昿於
　てはヽ更に櫛り沈みがあっ仁事は明卜て乙ある．市建設昇炉長岡郡領石を県準として行９｀に祠訓こよ
　り葛島方面230 m、ﾌﾞ叉地理調査所原田技官が長岡郡岡豊村丸山部落を基準として行っすこ測懐加ら、フ
　市桟僑附近七28､ｍ、一葛鳥附近で29cmの沈下を発表してい＆が、･之等の基準点自身が高知市と叫ｈ
　同様の纂盤沈下々行っているのでヽ以上.の数値は揺り沈み4いるものと見てょい．高知市棟橋呻葛
　島附近の冲積肝の厚郵4､120～140m程涙’（防災研究所昭和23年５月調売卜rある．､桟僑附近では港
　・警察署や市電道路等に50～i50cmに及ぶ揺り沈みに件う局部的陥浚があって被害を大ならしめ7こ．
　　恂之等南四国沿岸の隆起沈下が地震直｀後に行われ7二事は郷査の結果リＨｈ明かであ.る・但し高
・知市桟橋附近に於ては大阪―高知航路の発着場の例の如く、揺､り沈みによ.る沈下は２日印こ大体落
　ちっいた様であっ7こｏ　　　　　　　　”’　　ダ　　　　　　　　　“　　．　　　゛、
　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　ｆ　　　　　　　　　ｌ　　　　　ｌ
　　　　１　１　　　　、　　　　　　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　｀　　　　　　●　　　　　：　　　　ｚ
　　　　　　　　　し〔2〕ｊﾋ四､国沿岸の地盤変肺　つし∧・　　　　　Ｊ
　　　北四国沿岸即ち瀬戸内海に而する四国北岸の冰準変化に就いてぼ、水路局の測最船が、昭和22年
　　１組こ太平ヽ洋岸を紀州4土佐湾と西進し、更ご豊後水道より瀬戸内海に入り、東進して調査を行っ
　　　　●　　　ｊ● ｊ 　　　　　　　　　●　ｌ　　　　　　　　　　　ｒ　　　　　　　　　　　　　ｊにのであろｏ然るにその結果を見ると坂出、高松、多慶沖、今治4松山･い道後、三机、･中窓、笠岡
　等a:）調査のうちヽ坂出に於て鴎一般の昇降は7バ築港北部の響立地の幾分の沈下を､詔め、高松に於で
　　も埋立地以外に変化を認めず、中窓では幾分沈下し北と云われる炉顕著ならすとし、他の地点にっ
　　いては三机が地盤の昇降を全然認めすと述べた以外昇降にっいての記載がない．凶ち当時は瀬戸内･
　　海澄岸にっいては多少沈下の傾向はあつ7ことは云え著しいものではな加っすこ様であるｏ
　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　ｌ　ｔ　　”●｀　　　　　　　　　　　　　　　　　’ ●　　　　　　・
　　然るに昭和22年夏頃から北四国の地盤沈下を塩田業者から陳情されすこ大蔵省専責局では地理調査
　所に依頼し、同所では昭和23年３月下句力ヽら約１ヶ月の調査を行っ7と．その方法は水準測量ではな
　　くヽ岩盤若しくは之に近い地点の水門、荷揚場、漁船繋留場、水位監硯所等の燐震前後（昭和21年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　ｆｒ　　　　　　　　　　　　　ｌ●
　と22年又は23年）に於ける１年中の最も小潮の時の干潮面の差ご塩田の排水状況の差、宇和島の瞼
　潮吹の記絲゛（地震前18年間の手偏潮位と地雷後14ｙ月間の平均潮位との産）等力ヽら水準変化量の凡
　　そを知り北のである（第２図）ﾌﾟ．~此の結果を汰ると昭和22年１月当時より沈下は加なり進んだ様に
　　見える．尽に塩田の多少の播り沈みでぱない地樋の沈下炉行われよ事は明かの抄である．地盤沈
　　下が塩田業都こlkり問題にされ7こ時期は昭和22年２月～８月でヽ大休塩田の修理完了、製塩作業開
　　始の時期と同じであり、久注欲深い漁夫は地震直後沈下現象に気づいでいるのでご変勣の過牛は地
　　震直後であろうが、既述の水路局の調査や宇和島に於ける瞼潮吹により明伺4され仁地盤変化の進
　　行状況よか回断して、北四国に於ける地盤沈下は地震発生から約１ヶ月に沈下量の､５分の４、それ
　　より４月初め迄に５分の１の割合であっ7こという地理調査所の意見（4）は妥当と思われる．小松島、．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）
24 高‘知大学研究知告　自然科学第！号第２分珊
-･'■㎜
橘方面の沈下量が昭和22年初頭筆者調査のものより、地理調査所調査のものの方が大きい傾｡向加あ
る炉、之も土記の事帖を物語る１例であろう。
　塹くめ如き北四国の地盤変動の時期とその進行は、ヽ南四国の変動が地震直後に完了し、翌22年２
月頃には変動恢復の徴候さえあっ7このと著しく対耽的であっすこと云わねばならない。恟北四国沿岸
地盤沈下に於て牛鳥部や鳥嶼の多い地方に於ては沈下:Q:加少く、消奥部炉多い事は消奥部は冲積地
の拙り沈みが考慮される。叉瀬戸内海7)島々にも沈下が見られる炉、北するにっれてその量を減じ、
例えば尾道対岸の向島北岸は士Ｏとなって居り、之等の変動は中国地方には及んでいない様であ
るｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　。
　　　　　　　　〔３〕四国内陸に於ける地盤変化　　　　　　　　　　　　卜
　以上｡四国沿岸ﾉ)地震に､lる地盤変化の状況を述べすこが、更に之等の変化か翠に海岸線に沿う沿岸
のみに止らす、四国の基盤全杯:の地殼述動である事を証明するのに役立つ仁のは、松山一佐川間の
水準路線の1896～1939年測量結果と南海地震後改測し7こ1947年の水準測量結果(地理調査所による‘)
との比較及び森本良平、湊正雄、井尻正二３氏による該水準路伽こ沿う地質調盃の結果(5)であるｏ
　第３図は松山を不動点と抜定しすこ1896～1939年間の変動量と甫海大地腱を含む1939～1947年間の
変動量を示し、更に之等の変励区域と地質との圓係を示し7こものである。 1896年～1939年の変動は
第　３　　　邨
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南上りに隆起を示し、1939～1947^r-の変動は反対に南下りの沈下を示している。即ち此の地域は第
　２図に示す甫海大地震による沈降区城であって、地震までは衛上りに隆起してい7こ事加判る。 1939
　り1947年の下均曲線以下に、異常に沈下量の大きな点が数点ある炉、之等の水準点は何れも崖錐、
　沖積暦、人工的盛土等の上に据えられ7二もので、基盤の沈下量を示すものでない事炉明かにされて
　いるｏ　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　、
　此の平均曲線で著しい特微の１つは中央地核線から北に向って急勾配で北上りの傾向を示し、地
鼎線から南は緩勾配となり、横倉火成岩休から佐川に至って急勾配で宿下りに尽っている点力叩順
､の他の１つと云えよう。中央地構線や横倉火成岩休炉此の地殼運動に何かの闘連のある事を思わせ
る（後述）。　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　　　　　　　　　　。。　　　　　丿
S-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・●　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬（５）　　　　　　　　　　　　　　’
喩y琳大･地震ヅと,I地殼尨‘蛎　　ぐ沢村3
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　　　　　　　　　〔４〕紀州南方及び土佐湾海底の地盤変化　　　ト　゛　尚
　．水路局に於てはヽｊ
　旅範囲にね仁り測深を行っ?こ（3）．此の結果も陸地の水準測量の場合と同様ド前回測量結果と.の比較
　ヤあり、然も深度の読定値は最大10叫皿産の誤差力臓）つ7二様だ力ヽら、陸地の場合の変化量程の精度
　ほ到底望必ない．然し大地震による水準変化方向の凡その正負を知る事は可能アあるｏ即ち之等海
　底の水準変化の傾向は、震源I或の中心と思’われる東径135°20'、’北緯330から西南西に東径133°、北
　　Ｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　Ｉ　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　Ｓ●●　．ｒ･　　　●
　緯32°の地点の方向へ延び.と､直線（仮想断暦線）を境にして、即ち深度約1000mの海棚以北炉隆起
　し、南即ち此の海棚より4000?の海盆:に至る急崖部の沈下するという状況を示す．つまり2000～
　4000m急陰部畑益々嶮し4･、深りぶる動きと見られるｏ’･　　　　　’Ｊ　ｊ　　　　　　　　　ｌ　　・
　　震源中心から東北へは此の仮想断暦線は申本沖即ち東径135°2ぐ）≒北緯33°20’附近迄は明瞭で、｀結
　局此の線から北､が隆起、南畑沈下である．‘串本沖から東は一般に隆起性、又震源域中心南方の2000
　～40001咬雌（土佐湾急崖部よりやゝ緩）も隆起性で、此の附近の変化状睨はやゝ複雑である．・ミ
　　　　　　　　　〔５〕ノ南海大地震による地盤変動と発震機構との関係　　　　’
　　　　Ｉ･　　．　　　　■　● ●　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ　　　．　　Ｉ÷南海地震により地盤変動の行われ7二範囲は東は伊勢湾沿岸より、紀州、四国全般に亘り、南は紀
　州及び土佐湾の2000･４･4000m急服に及ぶが、中国地方沿岸及び九州東岸には影響はない様ヤあるｏ
　１　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Ｉ　　　　　　　●
ｉ●　　　　　　
■　筆者は紀州方而の変動にっいては暫く措き、主として既述せる四国刄び土佐湾海底の地盤変化｀の
　状況タ綜合して、その動き方を考察し、同時に南海大地震の発震機枇との開係を考えて見ゼい．第
　１項から第４項迄に述べすこ様な地盤変動が如何なる原因で叉如何なる順序で進め’られち加を究める
　’事は甚だ興味ある問題であって、之は発震機構と卵注して先づ震源域の問題力ヽら取り」乃げねばなる
　まい．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
　　震源域畑東径135°20へ北緯33°の附近だけの局部的･なものでない各地の地震記象の複推な事や、
　津波の各到レ｀の到着時刻、波高の状態（6）等かち判断しヽ西南西一東非東に延びる成城を占めやも（?）
　である事は否め.ない．斯リ：少芦吻状の震況i城に於ける発震機郵こついては既に江原叫士が昭和22
　年の日本地質学会、．日本岩石礦物部床学一会、日本地理学会蓮合学術大会に於て発表ｔすこ（7）ｏト即ち土
　佐芸東方の震源地を通って東西に走ろ北傾斜の瓦断腸を仮定し、又Willisの太平洋底40k､ｍの深さ
　に潜む白熱し仁玄武岩卵の活動で太平洋の洋○加士昇し、そのため洋心から紀州、四国が両加れ･、
　断暦而に南乃至南東加ら力畑集積するに従って新暦北側の岩盤畑之に抵抗し、その抵抗畑久しくな
　ると次第に上盤の上昇を来し、その極映に於て断腸面に沿うI滑動加地以急激な上盤の上昇Iと窓激
　な下盤の北に向っての伺撃と下盤の一部に於ける陥浚を惹き起す．その結果シーソー的に室戸岬、
　足摺岬等の南上りの隆起と、高知市その他の沈下を米すとなし、過去HO年を周期として起る南海
　大地震の中間に於ては、玄武岩槃活動の評穏のすこめ洋心下降し、室･戸岬等が北下りに沈下するどな
　す．●　　　　　　’－
　　大地震前後の土地の動.きの一般型式として（1）緩徐な永年変化、（2）変化速度の急速化と変調、
　（3）方向逆物、（4）大地震蜀生、（5）地殼の大変動、の順序による経過を辿る事が普通に考え
　られているが、之を南海地震に於ける四国の地殼涯動にあては､めるならば、（1）の永年変化は野根
　一安田.二下田一月灘を結ぶ線の南側つまり室戸、足摺方而の沈下と此の線の北側の隆起である．
　（2）は室戸岬について云えば地震迄の30年間に20c'nの沈下をし、昭和19年12月７日の東海道大地
゜震以後愈々その速度を増し7こ事力今村1専生等によって指摘され、又高知市青柳橋附近の如きは、前．
　周期の安政大地腱(1854年）直前は、干潮蒔には東の橋台加ら東に僅川こ水炉流れる程度に水位が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヽ6･）　　　　　　.
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低くなり（安政地震でｌｍ沈下［］、昭和21年の際も同様の現象となって附近民の注意を惹く状態で
あっfこ。之等の状態が大地震を起す直前の即ち洋心から衝かれる力の集積炉極限に達し、正に断暦
面に沿う滑動を起す直前の状況であ乙。（3）の方向逆紡は滑動開始の前鰯れとも考えられ、昭和21
年の地霖時には発震の７～９時間前即ち12月20日午後９～Ｕ時頃、室戸方面の烏賊釣船が帰港して
繋船の際大潮の時の干潮時よりも潮位加低く上陸に困難を感じ、その様な事はそれ迄にな加っ北と
いう報告を推名漁業会から受け7ごのである。即ち此の時は既に力向逆紡を行っていた事炉察せられ
るo (4)の21日午前４時193-18秒（於高知）大地震発生、（5）の既述の如き廣範囲な地年変動を
行っ7こ。　　　　　　　　　　　　　･。　　　　　　　　　　　　　　　。
　即ち之等を綜合すると、洋心から衝加れる力の集積が次第に大とな､つ仁時の状況はヽ上盤の先下
り炉愈々速慶を哨すのであって、江原陣士炉云う如く上盤炉次第に上昇するのと全く反対の様に思
われるｏ実際の阪動の経過を江原博士の考え方にあてはめると、大地震が近くなるにっれ愈々洋心
炉低くなり、（3）の方向逆絲力ヽら地震発生迄加極めて短時間である加ら非常な急速度で玄武岩漿炉
大活動を初めて洋心を上昇せしめ、紀州、四国を圃き、地震を起すという事になり不自然を聚加れ
ない様に思うｏ
、筆者は南から呵く力め原因をこいこ論ずる意志はない。之をWillisの･太下洋底下の白熱玄武岩県
の活動でも、又江原博士の琉球鳥弧を押し出し7こ側圧等（8）でも何れでも差支えない｡のであるが、仮
りに玄武岩漿の活動‘をとっ7二場合、此の岩漿活動は消長はあってい副こ活動して洋心を下より両
くｏ大地簾後幾ばく加の休1日
活動を続け洋心を上昇せしめ、紀州及び四国を南乃至南東から衝く。そこで筆者は江原博士と同様
第２図に示す如く北傾斜の荷断恩を考える。併し之は既述のｶ「以翠なる仮定でなく、水路局の海底
測量の結果ｶヽら判断しその位置もはっきりし7こ可能性の大きいものと思う。此の薔断恩線に略ｔ直
角に横圧力Ｈ力禎11つて行く場合に、次第に北方の地盤から抵抗を受けるのであるが、第４図に示す
様に､｡野根一安田‐下田Ｔ月灘線の下方1七較的浅所に所謂シーソーフの回帖軸を考え、Ｈ力の次第に
加わると共に、｡地震時と反対の第４図矢印（破線）の方向のシーソー運動によって、窒戸、足摺方面
は逐次南下りに沈下し、高知その他北方地域は隆起して行く。そしてＨ力の集積が愈々大となり、
その極限となれば断暦面の摩擦力に打ち勝って下盤は上盤の下に爾き下げ、Ｈの分力によって上盤
は同き上げられて今迄のシー｡ソーは逆樗し、両き下げの分力は下盤の陥没を起す。此の際、仮定回
紡軸の位置が第２図Ｃ－Ｃ線の断面（第４図）に於て、中田地方術岸と土佐湾2000～4000m急崖の
丁度中間に位する事は興味ある点である０　　。　　　’　。　　　　　　　　　　　　　。　。
　　　　　　　　　　　　　　　　孚　４　　１１） ｡　　　　鞠　１　　　　　　　　　・
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　　斯くして第１項乃至第４項に建べ1二る如き変動の形態を見るに､至つすこ。但しI此の際のシーソｆ逞
　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　●　・動は回結軸の北方の下る地域に於ては自由でない大なる抵抗を受けるので、此の区域に於七は提
　曲が起る。第３即こ示いこ様に北下り｡の沈下とならないで、掟曲により北に進むにつれ沈下量は次
　勤こ減じ、中国地方の甫縁でｏとなる。第２図Ａ一Ａ線の断面に於て郡中の沈下最30emと須崎の
　沈下:tl20craを基準とし、第３図の松山、大久保、久万｡、落出、川井、越知、佐川の測量にある沈。
　‘下量を補正すると大久保53'cm、久万60cln／落出67cra、川＃72（;ｍ、越知77cm、佐川gocmとなり、
　之等各-地点や･Ａ一Ａ線附近の地点の変化最をＡ－Ａ線に投影して断面図とし7こもの炉第５図･（Ａ）
。である。此の曲線を･見ると√先づ横倉火成岩体によつて大なる抵抗を受けて最も著し､い担曲をなし
　更に中央地柑線を境として北側力ヽら抵抗を受け著しく挑曲し、向島北岸相当位置で沈下量Ｏとな
　る６中央地構線北仙こ於け｡る抵抗は、瀬戸内海、中国地方の地戟内に這入し7二花向岩の底仙こよる
　ものと考えられる。第２項で述べ7こ都こ掟曲が次第に南より北に及び、一廓安定状態に達するのに
　４～５ヶ月を要しすこものと思われる。　　　　　犬　　　　　　　　　＜
　　筆者は北四国沿岸の地盤沈下炉、昭和22年夏頃に至り喧しく云われすこ際、南海地震とは別個の原
　因によるものでない加と考え仁ｏ即ち昭和22年１月13､日今村匪士炉学士院で、瀬戸内地震帯の活動
　炉近い将米可能性の大きい事を述べすこので、その瀬戸内地震の前兆でない加と老え7こ事炉あるｏ今
　村匪士の主張の１つCこ、蔀戸内地震術の活動は外側地震帯の活動に誘われるとい｡う事炉あつすこ。’因･･
　に潮戸内地震は昭和24＼7月12･日午翁2時安芸灘南部を震央として起り、哭には死者３名を出､し、
　廣島には道路亀裂等･も生じす二。併し現在では北四国沿岸の地盤沈下は南海大地寅の影響によるもの
　と信じているｏ　　　　　　　ト　　　　　’　　　　　　　　●／
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　第５図（Ａで）の曲線を仮り.に甫束に延ばして震源域の断腸位置に及ぼして見ると、断暦位置に於
け.β上盤の上昇量は約４ｍの概数が得られる．又第２図室戸方面Ｂ－Ｂ線による同様な断面で、地
･盤変化量を曲線にして莞､ると第５図（Ｂ）炉得られ、断腸位置では上盤の上昇量に同様に５～６ｍ
が得られ7こ．即ち上盤の上昇量は西部の須崎沖誓断腸1立置の方炉室戸岬沖よりも１～２ｍ秤度少い
事炉察せられる．恂此の断腸位置に於ける数値は、断暦そのものが1000～2000m.の海棚にあり、又
シーソーの回樗軸は之よ.り浅い所に仮想されるので、之等の数字よりやゝ大であろう･加、問題とす
る程ではないｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．●　　　　　　　４　　　　　　　１
　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　（８）　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．
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　　次に下盤の陥波の程度は如何というに、震源域に於｡けろ上盤の上昇より｡大であつむという事炉考
　えられる。之は津波の来襲状況より判断される（6）ｏ即ち土佐湾沿岸では、調査地19ヶ所゜中沖波の初
　勁引きである事を明記せろもの13、引炉1ふ炉つ1こもの２、押しを明記せるものなく、又高潮性で来
　襲し7こ事を明加にせるもの14、押波性のもの４（但し何れも湾奥の土地）である。四国東岸で｡は調
、査地J4のうち初指引き５、初め引加ざるもの’3、抑しは無く、高潮性７、湾奥で押波性３である。
　又紀州沿岸でも初指押しを明祀せるものはない。即ち之等の状況は、下盤の陥没が上盤の上昇より
　卓越し･仁篤である。又高潮性で来襲し7こもの加過牛を占めてい7このは、陥没地域の北側で上盤の上
　昇炉あつ7こ場津波の勢力が根殺され仁と見るべきであろう。宝永、安政の南海大地震の時よりも津
　波の勢力炉前加つ7こ所以である。。　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　’・
　　地震当時筆者は;野根、安田及び室戸岬を結ぶ三角地帯の隆起と、高知、須崎、甲浦方面のみの
　沈下を知つ7こ時には、四萬十統の室戸地塊と上部白鼠紀ﾌ:）奈牛利川珊とを境する断居滑動を考え、
　その断暦のくい遼いの発賦､に努め7二炉途に発見するに季らな加つすこ。
　　以上主として四国及び土佐派海底を中心として南海大地震に件つすこ地殼変動と発腱機構との闘係
　を述べすこ。紀州については、直接調査を行つていないので省略し7二炉、地盤変動の状況、発霊機構
　等略ｔ同様の様である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　恟江原陣士の発表との相違点は、土佐流底薔断珊に於ける同氏の箪なる仮定に対し、筆者のもの
　は水路局海眠測量結累に基く位樫の指定され?こ確実性の大なるものである市、｡地震前の室戸、足摺
　方面の沈下に対する両者の梧想の根本的相違、叉所謂シーソー運勣につき同氏は地腱時に於けろ北
　方への運指のみを唱え7二るに対し、筆者は第６項で述べる如き１周期１回のシー･ソー運動の繰り返
　しを唱え7こ点であるｏ
　　　　　　〔６〕過去の南海大地震に件つすこ地盤変動と今後の変動の傾向
　　西南日本外側地震帯の活動即ち南海大地震は天武天眼12年(684年11月29日）の東、南、･西海道
　全般に及ぶものを第１回とし、昭和21分のものと共に９阿（安政元年11月４日及び５日のものを１
・回、昭和1.9年12月及び昭和21年12月のものを１回とす）となり、最初の３回は記録加不正確だから
　省略すると正平16乍（1361年８月３日）のものから数えてその周期が凡そ110乍となる。之等の過
　去の地震の記録については、震災予防調査会の大日本地震史料に詳しい炉､･その他高知貨の如きは
。寺石正路「土佐古今の地震」(1923年）や、特に安政、宝永のものには市井の地震日記としての古
　記録が多く、之等の内容から過去の南海地震に件つ仁地盤変勁の状況力り加加え、叉今後地盤変動
｡の傾向か恢復の方向に向うだろう事が予想され7こ。　　　　　　　　　’
　　即ちその主なものを拾うと、天武天皇12年の時は「土佐田田苑五十萬頃浅篤海」（日本書紀）とあ
　り、約８平方km炉陥浅しむ。その場所は高知市東部或は浦戸派南部と云われる。宝永の坤'M (1707
　年10月28日）では、室戸岬は約７～８尺隆起し、高知市附近は概して陥没し7二。物部川河口の吉原
　は隆起、足摺岬附近は２ｍ隆赳しすこ。安政の時｡C1854 ■n2月23日）には徳島懸豊益新田で「地震拙
　り込み地面一円下りて新田内聞の田地大痛み」とあり、高知晦では甲浦凡そ３尺の沈下、室戸は４
　凡隆起。高知市は東方の低地炉沈下し、その沈下最は３尺４、５寸に及ぶ。高知市については古記
　録炉多べ、潮の浸入状況炉詳しく推察出来る炉、昭和21年の時に酷似している。」ニノ加江は１ｍ程
　度の沈下肥訟である。西部の四萬十帯地の沈降１ｍ、宿毛も沈下の状況であう北。
　　以上の如く地盤変動の状況が甚だ似て居り、然も之等の亥指の恢復に就いても記事加見えてい
　るｏ例えば高知懸安芸郡田野町の扇留氏の記録によわば（高潮は３年を経て洽定せし云々士とあ
　!）、土地の沈下が３年で恢復し7こ事加察せられる。若し地盤の恢復炉ない地震毎に約１ｍ宛沈下
　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９）
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　してい7二とすれば、･高知市東部の如きは当然海になっていずこ筈である。　　　　　一’‘･
　昭和21年南海地震後、高知市に於ては地震後３ヶ月余既に地盤隆起の傾向炉見られ、江ノロ川で
　10～20cmを観察、又東大河角博士等は浦戸の瞼潮俄より地震直後120cmの沈下炉３ヶ月後40cmを
　恢復し7こ事を述べている。　その後高知に於ては恢復は余り進行していない。須崎では須崎工業高校
　加満潮時の水位測量を柿密に行い、昭和22年２月中旬早くも､39cmの隆起を報じすこ。‘東大岸上博士
　は、昭和24年６月須崎40em、佐賀4cni、宿毛９Ｃｍの沈下恢復を発表しち。叉地理調支所内田技官は
　室戸岬加22年１月中旬加ら１ヶ月の間に約1.2cm沈下しすこ事を発表し仁ｏ之等の恢復方向べの地盤
　変動が如何なろ速度を以て行われる加不明である炉、例えば高知市葛島方面では√安政の地震と昭
　和の地震との夫々直前に於ける状況･I（第５項既述）は次第に水位炉低くなって、両者殆ど同様の状
　態にあっす二事炉察せられ乙ので、次の周期の地震迄に逐次恢復するのではない加と考えられるＯ
　　兎に角西南日本に於ける南海大地腱は、約nO年の周期を以て繰り返えされ、１周期１一回同じ揉
　　　　　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　．　ｉ．　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　。
　な地殼変動即ち急速なる北へのシーソー運動と、緩徐な南へのシーソー運動を払けているら､しいの
　である。、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ
　　　　、　〔７〕南海大地震に件つすこ地下水の異常、発光現象その他
　　本項は直接地盤変動と闘係はないけれども、地震予知の問題その他に参考資料となる事加多いと
：考えられるので、南海地震に件っ7二地下水の異常、謝儀の異常、発光現象かこっきその主なるもの
　を敢て附記する事に｡し仁。
　〔地下水の異常〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･。
　　暮島賑　　　　　　　　　　　　‥
　　　那賀郡椿町
　　　　地震前比較的地盤軟弱なる地域に蜃て５ヶ所程井戸水涸渇すＯ
　”同･中野鳥村　　　　　　　　　　’‘　　１　｀ヽ　　　゛　　　　Ｉ　　　　　　　　　Ｉ　　　●　　　　　　　Ｉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●１　　　　　　　　「地震前に井戸水溜濁せるありＪ ｊ　 ’｀ ¨・
　　高知腿゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　’I　　　二
　　　安蓼郡奈牛利町●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　ｂｌ　　　　ｊ同町中央部浜田徹君（当時農工学校２年生ｙの家の井戸は、平素はポン丿に迎え永を入れな
　　　　いと出な加っ仁加、地震前１週間位から迎え水を入れなくても、豊富に水炉出て家人は不思
　　　　議に思ってい7こ。~地震後は又元の状態に帰=つ7こ。Iその附近には斯加る例なしJ
　　　同伊尾木村　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　　　　地震後降雨な訓こも拘･わ６も吝め水は３～４恂こも増加しﾌﾆ。
　　　同赤野村
　　　・地震前井戸水の涸渇或は涸濁せる所あり。　　゛　　　　　　　　し’　　　　　　　ｊ
　゛香美郡山田町　　・　　‘　　　　　　　　　　･･　　　　＼
　　　　井戸水に臭気を生す6　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ、“　　　　゛●　I ‘･
’｀　同夜須i!lト　　ふ　　　。、　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　一八　　　　づ‥‥‥‥
　”。ヽ地震の3ヽ日前より海岸の各井戸著しく棚仙貝殼がまじっIて出7こ所もある。地鯉後海摩の涙
　　　･≒分のあっ仁井戸が大変清澄になっむ。水位５尺上騨。　　、’　　　・　　………
同佐古村
地震後井戸水や小川の白濁著し。飲料水として自然泉を祢こよつｔ引いていfこが地震直後よ
り泉の湧出皆無となる（以上逆川部落）６　　　　　　　　丿　　　　　　　　　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旧
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●
　　｀地震前に井戸水の濁りj二ものあり。新田町方廊こは地震後それ迄水の無かつiこ井即こ水が･出
　　　る様になづすこら
’‘吾川郡芳原村゛・
　　　泉を有する池炉地震前夜満水流出していfこのに地温の朝には全く涸れてりすこ。
　　高岡郡加茂村
　　　加茂膠より西北200mの地点に鍍泉の湧出を見ヽる。之は往時湧出しでい北加近時中止してい
　　　7こもの。松葉川村にも力らる例あ､り。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。、
　以上の外地震後地下水位の上昇せるもの、･下降せるもの、涸渇せるもの、溜濁せろもの、澄んだ
ものi之等異常の間もなく元の状態に復帰せるもの、そのまiiのもの等枚判こ暇なき有様である。｡
〔抑指の異常〕万
　高知懸安蓼郡甲浦町　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･　　　●●
　　地震後漁場は大体陸に近く変つすこ様子で、烏賊等特に漁獲があつ仁。’　　　　　・
　同伊尾木村
　　地震前日の12月20日午後ジャコ（鰯、鮎等の稚魚ﾌ）炉平生の５～６倍漁獲され7こ。21日、22日
　　は津波を恐れて網を入れず。 23日も異常の團痙あり。
　同高知市三里
　　地震直前に仁井田沖ヘイルカ炉多数遊泳し来り、海中に何加ありはしないかと気味悪炉られ
　　すこｏ
　同御昼瀬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡
　　21日10時頃からヤガラ、歩’ヨリ等の魚類加多数浮いてい7二。ダイナマイトを投じ7二時の様な状
　　況であつ7こ。｡又ニギス（御品瀬方言’ヽダカイワシ）は日中機船底･jQ網で洩1撮され7こ事なく、。日
　　暮に限り漁獲されるものであるのに、21日は日中多数吻｡獲され、御盛潮の漁師に不思議炉られ
　１　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　すこ。又底曳網へ当日の獲物加力付こよって人つ7二。
　同長浜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　同年T2月上旬長浜川に於て子供が大きな節を多数獲つていすこｏ
、同高岡郡蓮池村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　地震前日500～600匁の大億炉多く捕獲されﾌﾆ。
　此の外地震後の漁場の変更を報すろもの多く、又一部を除くと概して泣洋良
獲に余り変更尽く、むしろ哨加し7二のに、近海漁業（5～10浬程度沖）は不漁を訴えている゜。
　〔発光現象その他の異常〕
　発光現象については、高知懸下のみで20報告を得ている。スパー’クの如き閃光、､山火事の如き発
光、海上に遠皇され7こもの等種々戎）るが、水路要報（6）に詳しいので省略する。唯ｔ１例興味を惹い
ず二のは、･香美郡霞暁けで山崩の場合落岩により発光しすこ事を明示し7こもの加ある。
　‘その他高岡断暦雌に澄う数ヶ所の山崩や、’高岡郡新宇佐町新居東部甫淵海岸（仁淀川河口）の砂
坤を中やに東西約10kmにわす二り塊裂現象を兇すこ。後者の甫淵海岸に於ける状況は幾筋にも東西に長
く階梯断暦状に生じ、概ね牝斜面急畷斜、南斜面叙傾斜で、塊裂の大なるものは、幅、深さ共に４
～５ｍに達しﾌﾆ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　以上の様な断愚説に澄う山崩や塊裂は、既述の地変による結果生じ仁もので、地変の原因とな｡る
異常ではない。山崩の如きも小さなものまで数えれば莫大な数にのぼるものと見られる。例えば安
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）　　｡
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　蓼郡佐喜浜附近に注ぐ佐喜浜川（延長約色km）の沿岸の､みでも300余ヶ所に達しfこ．　　二　　　・
　　本項に述べ7こ記録は、筆者自身及び市町村役場、小ヽ中学校を通じ直接調査いこ心ののみでめ
　るＯ　　　　　　　　　ｊ　　　　　゛　
．．　　　　　　　｀　　ダ　　゛　　　　　　　　　　　　　●’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ結　　‘　・語
　　　（１）　昭和21年12月21日の南海大地震に件っ仁地殼運動で、南四国に行われrこ地盤変化は、高
　知腿の野根一安田一下田一月脚線を境界にして、その南は隆起、北は沈下し仁．隆起債は南程大き
　く、室戸岬120cmが最大であろ．沈下最は高知、浦ノ内西部、須崎等の120Cm炉最大であるｏ（上
　ノ加江－150Cmは不確実.）．、又之等の隆起、沈降は地震直後行われ略ｔ完了しすこものである．高知
　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　I●　I　・　　　　　　　　　　　　　　●f市の如訓巾仙珊の軟前地盤の区域では基盤沈下の他に播り沈みによ｀る沈下があっ仁．高知市東部に
　於てその沈下量は20～30cm程度である．　　　　　　　　　二　、　　　　　”･　　　　　　．．
　　　（２）･　北四国の瀬戸内海沿岸に於ては一般に地盤沈下し、最大沈下量は多喜浜の55cmである．
　瀬戸内海の島嶼でも沈下炉見られる加、その沈下量は北部程少く、沈下は中国地方沿岸に裁んでい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　　　　　　１　　　・
　ない．之等の沈下は地震後３ヶ月余で一段落し仁ものと思われるｏ　　　　’．　　　　’゛
　　　（３）　松山―須崎線上で四幽内陸の地盤変化を見ると、､郡中－30em、須崎－120cm琴基準とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　゜1
　て南下りの沈下となるが、中央地臨泉北部の花園岩の底盤と棋な火成岩休加ぞの地殼涯珈ご大きな
　　　　　　●　　　　　　ｆ　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ●抵抗となっている様である’． ’ 　 卜
　　　‘（4‘）　紀州沖及び土佐湾の海底ではヽ東径135°2（yヽ非緯33°の震願域中心点､と東司133°ヽ北緯
　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　・　．　　　　　　．　　　　　　　●　　　　　　　　　　４
　３２°の地点を結ぷ線から北炉隆起、毎炉沈下しすこらしく、.此の線を北妬斜の曹断暦々考･える．
●　　　･ｄ　　　　「　１．　Ｆ　　　　　　　　ｉ　　　　Ｊ　　　　　　　ＩＩ　●　　　　　　　　　「　　　　　　　Ｉ　　Ｉ　　Ｉ　 （５）　南海大地震の発震機構は、土佐湾沖海底1000m琳棚を走る薔断暦線に之と直角な方向即
　　９　　　　●　１ ４●.ご一一1　　.　　　　、　l　:に　　　　　　　　　　‘　　　　　・　　　　　｀
　ち南乃至南東の太平洋々心から、例えばWillisの白熱玄武岩卵の活動で横圧力炉働き、次第に之炉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　’4　　　　　　　　11111　　・ ‾ ● － 　 ●　. 1. 　　　　　　　　　F
　集積されろ．此の力によって野根一月灘線の下方比較的浅所に存在する仮想回斡軸を帥として叩国
　　　　　　　　　　　　　㎜　　　ｒ　●　　ｒ　　　　　　●　　　　　　　　　’　　　　Γ　Φ●　　　　　１
　加シーソー運動を行い．次第に北が翁り南炉下る．’即ち室戸、足摺方而は下り、高知、北四眼は上
　　111　　　　　1　　　　　　　　．　　　　　●ｉ　ｌ．．●　　　　　．． ９　　　●　● ｌ　●●
　　るｏ此の運動は地震前加な‘りの長期間にわにって行われ＆Ｏ
°　　　　　　　　jl●S　　I● ･’　　　　1.､i　　　　　、、　　　　1　゛　・　　:　　　　　　　●　●一　　、
　　　洋心加らの力の集積が愈々大となり、地震炉近づロエ南下りのシーソー江動は速度奮堆し、極限
　　　．゛　　　　　　－　　＝　７　　●　　・　　　　　　　Ｅ　Ｉ　｀　　　　　●　　ｌ　　　●　　　　　　　゛-　、゛
　　に於て方向を逆樗し、幾ばくもなく断暦而に沿って惘勁が行わり、下盤ば上盤に伺き､下げ、ジソ
　　　　　　　　　　　　1　　1●毎　　　　　●　　ミ　　１　　　　．　　　　　　　　　　　　　　｀’･Ｉ　‾　　　　１φ
　－は急速度で南上りとなる．此の際昭和21年の南海地震では、室戸岬に於て上盤は断珊位置で５～
　　　　　　　　　　　　　；　’　　．　　　　　　　゛　　．　Ｉ･　　　　●　　１　　　　４、．．　●●　●　　タ　’　l y●
　･6m程度、須崎沖に於て４ｍ程度上昇し、下盤の両き下げに‘よる陥良は上盤の上昇より相ど大であ
　　る･ｏ坤震後シーソーは再び南下いこ方向を轟Ｃ、｀紬福こよふ隆起沈降を恢復して行くの七あ‘６
レ
　　ｊ　　ｌ　　　　　　゛?●ｙｌ　　　　　　’　　　　．　　　　　　　　　　　　　“(6)　西市日本の外側地震術の活動即ち南海大地震は、1361年以来平均UO年少周期として繰
　　　●　　．　　　　　　　　　　　１　　　１１　　　　　　　　　　●り返えされている． １周期１回同じ様な地殼運動即ち急速なる北へのシーソー運動と’緩徐な南への
　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　．　●　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　●　　　　㎡
　　シーソー運動を続けているらしいのである．抑衣し’て土佐湾底1000mの海棚は次第に浅く、反対Cこ
　　　●●　7　●　●1　　　’　　　　　　　　I　.’　　　●　’4j　　j　　
.･;　　●　　　　・　　.●　　:　・･’｀
　2000～4000m急眼部は愈々深く、海底地形は嶮しさを増す６
　　　．･　　　　　●　　｀　’゛●　　　　ｉ　　●　　●１１　　　ｊ　　’　　　　　●　　　ｓ　　　　　ｌ　　　　　　．ｒ　　ｌ°‘（７）地震予知等の参考資料として、･地盤変動と直接顕係はない炉、昭和21年の南海大綿震に
柿つた地下水、漁獲等の異常、発光男象聊.こつき述べた・
??????????????
??
??
?????
　　　　　　　　　　　　　　文　，　献‥い　　　二……
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地理調査所時報　第6 iU (1949)
水路要報　増刊号　昭和21年南海大地震調査報噛‥海底地形編　(1947)ヽダ
地理調査所時報　第４集　(1948)　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　･（l幻
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（5）森本良平・湊正雄・井尻正二：松山佐川間の水準路線に沿う地質訓査　地質学雑誌　第655
　号　(1959)
（6）　水路要幄　扮刊号．昭和21年南海大地雪調査服告　津波編附表　(1948)
（7）　江原具伍：南海道地震の意義　地球の科学　第１号　(1948)
(8) 江原具伍；日本島の太平洋地帯俳造論　立命館大学50周年理工学部記念論文集(1950年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和25年ｎ月30日受理）
　　　　　　　で　　　　　’Ｓ　Ｕ　Ｍ　Ｍ　Ａ　Ｒ　Ｙ
　　　　　　　CRUSTAL MOVEMENTS BY THE NANKAI EARTHQUAKE IN 1946
　　　　　　　　　‘'　　　　　　　　　　　ＢｙＴΛＫＥＯ'ＳＡＷＡ町ＵＲＡ　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ
　(Geological aud Miueralojlcal Laboratory, Liberal Ａ吋s Faculty, K6chi Universi ty) '
　　(1)　Ill the crust al movements by the　Nan kai .EarthqmUe　on.2ist. Dec. i946, the
ｖｅねｉｃａ!raovem【3叫of thr grouafl in south Shikf?IvU was uplieava! Ｏ】l　the　snulh　si<.le of
Nnoe―Yasiida―Sliimoda―Tsulcinarla line and was submersion on the north　aide of the
line. The raaximuin amou
IIt of the upheaval was １２０cm. in Miiroﾋoiniaaki and of subnier。
810n 120 cm in Kochi ａふI Susaki. Anrl these uphoava] aiiri sl一山mersion took place　right
after the earthf/ualぐｅ"
　　In the alluvial ｐ!ain 1ﾘぐｅ Ｋｏ(:hi City, there　was subraeraion　by settling besides the
submersion of berl rock. The amount of the submersion vva3 20―30 cm. in lぐotihi City.
　　(2)　In the Setojchi　ser.-sirle" of　】lorth　Shikoku, the ground　sank in　general　and
thij maximum amounヒof the submersion was 55 cin. in Takihama.
　　The islands of S3いI 111and Ssa 3Ank a!so, but the amouat of Submersion was　the less
in the north, and the‘36 was no ov"ifleaf;e of 8･山mersio'u a!oils the sen,-sirlc　of Cluigolぐｕ
Disiriot, It toolぐabout ３ ｍｏｎﾋhs to comploie thi3 movement of 8ubmor3iori
　　(3)　The vertical raovomeiit of tlieぴouiid ill inland 6f Shikolぐu along Matsnyama―
Susaki lino ｗこｓ siibmeraion with lrnre flecli!le 3 11 the south takinj Gunchu ―30cm. and
Susa'ii ― l20:!:n a3 rχ3';aiiclarfl ba‘: the bathoii‘;h of granite on the nor jh　side of the
MarlirinぐＵ８!oi'.riiion line a art Yokokura 1^1180113 roo ks resisted しｏ thi3 crusta! movement ｡
　　(4)　In the ho; torn of the Hay of Tosa, the north side of　the !ilia　between lati｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　t330 N･1 10113. '135° 20' E. and ｌａ丿｡320 N., lonj. 133° Ｅ. vised- and tlie south sifle sank.
And ｌ suppose that the li】le Is an ０１ｄ fftult lino.
　　(5)　By the ;iot ion of tlie molt on basaltic maornia which was atlVfvncerl by Ｄｒ.･Willis,
for example la'-oral press･じぼｏ operates to the Olfl fault On the 1000 m. plateau of the Bay
of Tosa, anrl with accumulation of the force. Shilioku　hlock raises ａ seesaw moveraont
　　　　　　　　　　　　　　　●by the rotation axis under the None ―‘rsuldnada Hne Thus the ｎ‘orth side of the line
rises and the south si do sinks gradua!!ｙ， and thei･i･north Sliikolai, Kochi　and　the 0th-
ers rise,‘and Muroto, Ashizuri etc sink.　　　　，
　　へiVheu the accumula‘;iOii of the force becomes larger and　りt６　earthquake　ayiproaclios,
at
last the direction of the movGmeu';
reve!･sｅs。and i11　lUtle time the ０１ｄ fault acts.
The foot wall thrusts down to the hanging
wall Q'[ the fault　and the sesBaw movement
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(j3)
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takes the direction up to the south ｒ節idly.　　y　　　　'・　　　‥
　　In the earthquake in 1946, thf) amount of the uplieaval 0f the hanging wall was 5―6m.
aurl the submersion .0f the fooi wall WAS larger than the upheaval 0f the hanging wall.
　　After the earthquake, the seesaw movement reverses the direction down to the･south
Thus the upheaval and the submersion by the ｅａｒﾋhquake are restored.
　　(6)　Tho ao;ioii of tho Ou'.er earthciuako zone　in　south-wcatorn　Japan ，that is. the
Nankai earthquakes were repeated since 1361　e゛ery about 'HO　years　periodically. Once
One ｌ?eriofl　the same　blook movamenta, that　is‘to say, the　rapid seesaw　町ｏv･ements
down tｏ･the north and slow movements clown t,０the souch are continued. and after about
110 years the sama Ｎａａ!rai earthquake will happen･.
　.(7)　For ･referonca pui'p03e of し･he fore!fnowledかof earthqualce and the others, this
　　　　　1　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　●　　　　　・report is m%(la a'jout　unusual pheiioraeiia of the underground water aucトof fishing
　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　゛aacl radiation of lig!it ｅ･;ｅりthouぷｈ ｈａＶｌｉｌｌｇno (Uraoi; reja;ion to 山ｅ ＣｒＵ斗al movemenia.
●
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